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令和６年度 能登半島地震復旧事業 

能登町立松波小学校新築基本設計業務委託 要求事項 

 

１．業務内容 

（１）業務名：令和６年度 能登半島地震復旧事業 能登町立松波小学校新築基本設計業務 

（２）業務場所：鳳珠郡能登町字 松波 地内 

（３）業務概要：基本設計（基本設計業務委託仕様書（資料２）に示す事項） 

（４）履行期間：契約締結の翌日から令和７年３月25日 

（５）契約上限額：25,520,000円（消費税及び地方消費税含む。） 

（６）概算工事価格は、1,417,500,000 円（うち、体育館整備については480,000,000 円を上限とする。）（消費税

及び地方消費税含む。）程度の整備工事に係る設計内容とする。 

    

２．テーマ等 

 下記の各項目について、「３．規模・主要諸室等」を踏まえ、提案すること。 

（１）テーマ 

 ①子どもたちが誇りをもって学べる環境についての考え方 

  当小学校の方針及び時代に沿った学校活動に対して下記について提案すること。 

  ・文部科学省が掲げる「令和の学び」を適切に展開できる教育の場づくり。 

（個別最適な学びや協働的な学び、ギガスクールを始めとしたICT機器の利用など、多様で柔軟な学習ができ

る環境、児童が自ら創造的な活動をすることができる環境など） 

・周辺の豊かな自然や環境を取り込み、地域を愛する子どもたちが育まれるような環境づくり。 

・この学校ならではの異学年交流や児童会活動・行事等において活動しやすい空間づくり。 

 

 ②地域施設についての考え方 

通常は小学校として利用する一方で、学校が利用しない時間には地域住民に体育館や運動場等の施設を開放する

想定に対して下記について提案すること。 

・地域開放時の地域住民の利用しやすさと、学校と地域開放時の管理運営を行いやすい計画。 

・地域拠点として、地域アイデンティを表象するとともに、地域の人々に親しまれる施設。（なお、教育施設と

して相応しい外観デザインとし、維持管理し易く華美な外観とならないようにすること） 

 

 ③安心・安全な施設についての考え方 

校舎等での安全な学校生活の確保と、指定避難所としての機能に対して下記について提案すること。 

 ・児童の安全性や教師・地域の見守り活動に配慮した施設。 

 ・災害後も施設の継続利用ができ、また指定避難所としての機能に配慮した計画。 

  

（２）その他の配慮事項 

 〇敷地利用・動線計画 

 ・当該敷地には小学生以外にも中学生や教師、地域住民など多様な人の利用が想定されるため、各利用への分か

りやすさ、バリアフリー等に配慮すること。 

・計画地の中学校運動場には現在仮設の小学校校舎・体育館があり、限られたスペースで今回の新設校舎等を計

画するとともに、建設工事中も含め学校運営や安全性に配慮すること。 

・敷地を有効に活用して、必要な施設規模を確保しつつ、児童の送迎や教員等の駐車スペースも含め最適な配置、

ゾーニングとすること。 

 

〇周辺環境 

・今回の整備計画地は中学校運動場であるため、既存中学校校舎等の環境や利用に配慮し、運動場や建設する体

育館は小学校と中学校で共同利用されることも考慮すること。 

・東側は県道、西側は牧草地、北側は住宅となっている周辺環境であり、森林や海までは約 700ｍであることか

ら、里山里海の豊かな自然への配慮及び県産材等の地場産品を率先利用すること。 
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 〇整備コスト及び維持管理コスト 

・今回の学校新築は令和６年能登半島地震により被災した施設の災害復旧事業であり、限られた予算の範囲内で

建築するため、復興の難しい状況の中でも実現できる建築費の合理的な管理方法について計画すること。 

・近年の異常気象や厳しい気象環境に対応するとともに、光熱水等費の上昇によりランニングコストの増大が懸

念されている中、維持管理費を抑制するため、自然エネルギーの効率的な活用及び省エネルギー対策（ZEB Ready

相当）に配慮すること。 

・適切な点検と計画的な修繕の実施により、維持管理費を抑え施設の長寿命化を実現するため、容易に必要な点

検・修繕が実施できる施設とすること。 

 

３．規模・主要諸室等 

①規模・主要諸室 

・想定居室及び面積は下表のとおり。詳細は提案によるものとし、小学校の機能として必要な居室が不足しない

ように注意すること。 

・校舎及び体育館の延べ床面積は、それぞれ下表に示す上限面積以下で計画すること。 

※校舎と体育館で共有する部分は、校舎面積に含めること。 

・必要に応じて、渡り廊下等を計画すること。（渡り廊下は校舎面積に含む。） 

・各学年１クラス（１クラス最大20人想定。）、教員最大20人、校務員１人 

・特別支援学級１クラス（不足時は特別教室を転用する想定。） 

〇校舎 

室 名 必要室数 １室面積

（㎡） 

必要面積

（㎡） 

備 考 

教室 

普通教室 6 50 300  

特別支援学級 1 50 50  

特別教室（学習室） １ 50 50 上記教室に近接 

理科室 1 50 50  

理科準備室 1 20 20 理科室に隣接 

図工室 1 50 50  

図工準備室 1 20 20 図工室に隣接 

家庭科室・調理室 1 50 50  

家庭科準備室 1 20 20 家庭科室に隣接 

音楽室 1 50 50  

音楽準備室 1 20 20 音楽室に隣接 

図書室 1 140 140 
令和の学びを実現するメディア

センターとしての活用想定 

多目的室（集会室兼

視聴覚室） 
1 100 100 

メディアセンターとの連携も想

定 

管理 

諸室 

職員室 1 100 100  

校長室 1 30 30  

保健室 1 50 50  

教育相談室 1 30 30  

会議室（研修室） ２ 40 80 一室でも活用出来るように想定 

更衣室（ロッカー

室） 
2 20 40  
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教材室・倉庫 3 50 150 
一室は災害時の備蓄倉庫とする

想定 

校務員室 １ 15 15  

倉庫（校務員） １ 15 15  

小計（室） 1,430  

共用 

(必要

に 応

じて) 

トイレ（男女） 3 40 120 多目的トイレ含む 

その他共用部等 

オープンスペース

含む 

1  530 
オープンスペースの利用方法及

び規模は提案による 

階段 4 30 120  

昇降口・ 

来客・職員用玄関 
1 50 50 

昇降口と玄関を別に設けるこ

とも可 

小計（共用） 820  

調理 
調理室 1 170 170  

ランチルーム 1 200 200  

小計（調理） 370  

 校舎上限 2,636 合計 2,620  

 

〇その他施設 

室名 必要室数 １室の面積（㎡） 必要面積（㎡） 備考 

体育館 

競技スペース 1 693 693 
・バスケットボール 

・バレーボール 等 

ステージ １ 65 65 Ｈ＝0.8ｍ程度 

トイレ（男女） １ 30 30 多目的トイレ含む 

器具庫 ２ 20 40  

更衣室 ２ 15 30  

玄関その他共用部 １ 32 32  

体育館上限 894 合計 890  

 

②構造・階数・工期等 ※提案による 

・建設可能な計画で、コスト縮減及び工期短縮に配慮すること。 

・敷地造成及び外構工事費は可能な限り抑えること。 

・新設校舎等の建築物は令和９年２月頃完成予定。（同年３月備品等の準備期間） 

・仮設校舎は新設校舎等完成後に解体予定。 

 

③敷地 

・整備計画範囲は町立松波中学校敷地全体、敷地出入口は配置図（資料１）のとおり。 

・建設する校舎等の範囲は配置図（資料１）に記載の「松波小学校校舎等建設可能部分」とする。 

・中学校校舎範囲については工事を行わない計画とすること。（配置図の中学校校舎範囲） 

・児童の登校はスクールバス（全長約７ｍ・幅約2.1ｍ）による。 

・教員及び来客用に乗用車駐車場25台分・スクールバス乗降・待機場３台を計画すること。 
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④校舎 

・普通教室での授業を中心とする総合教室型を基本とする。 

・空調を整備すること。 

・採光、通風を十分確保すること。 

・中学校校舎等の既存建築物について、地震による補修設計は業務対象外。 

・全ての教室は施錠できること。 

＜普通教室＞ 

・授業では１人１台タブレットを使用する（保管庫（Ｗ0.8ｍ×Ｄ0.61ｍ×Ｈ0.46ｍ）を設置する。）  

・ロッカーを設置すること（児童の人数分のランドセル及びその他授業の用品が収納できること。） 

 

⑤運動場等 

・整備範囲内の土地及び工作物の設計も行うこと。※利用方法及び規模は提案による。 

・200ｍトラック（6レーン程度）を設置すること。 

・野球グラウンド（両翼70ｍ以上・中央85ｍ以上）を設置すること。 

・小学生用の遊具（滑り台・ブランコ・ジャングルジム・鉄棒・うんてい程度）を設置すること。 

・学級園（花壇又は畑）を配置すること。 

・運動場からの利用も可能なトイレを配置すること。 

 

⑥体育館 

・地域に開放できる施設とする。 

・災害時には指定避難所とする。 

・空調を整備すること。 

 

⑦耐震安全性の分類 

・「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（平成25年（2013年）3月29日付け国営計第126号、国営整第198

号、国営設第135号）」による、耐震安全性の分類は次のとおりとする。 

１）構造体     （・Ⅰ類 ○・Ⅱ類 ・Ⅲ類） 

２）建築非構造部材 （○・Ａ類 ・Ｂ類） 

３）建築設備    （・甲類 ○・乙類） 

 

⑧維持管理 

・汚損、破損等しにくい計画及び使用材料等に配慮すること。 

・維持管理更新を考慮し、一般流通品の使用を原則とし、特殊な製作物等の利用は控えること。 

・自然エネルギーの利用等により、維持管理費（光熱水費・植栽等）の低減に配慮すること。 

・各部材や設備機器等は、必要な点検及び破損・故障時の更新等が容易に行えること。 

 

４．その他事項 

・国の災害査定（設計完了後の翌月等）及び災害査定後の設計書の修正・訂正に協力すること。 

・業務に係る成果品等については、資料２「基本設計業務委託仕様書」による。 

・その他特段指示のないものについては、文部科学省及び国土交通省等の指針や基準に準拠すること。 

 ・敷地の概要 

  ①敷地面積：約23,000㎡（能登町立松波中学校グラウンド部分） 

         上記の内、約12,000㎡（校舎等建設可能部分） 

  ②道 路：東側：県道幅員約17ｍ、南側：町道幅員約８ｍ 

  ③用途地域等：都市計画区域・非線引き区域 

  ④防火地域等：指定なし 

  ⑤上下水道：上・下水道供給地域 

  ⑥電 気：北陸電力からの供給地域 

  ⑦ガ ス：プロパンガス 
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 ・想定事業スケジュール（イメージ） 

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

基本設計 
       

 

調査 
       

 

実施設計 

（随意契約予定） 

       

 

建設工事 
       

 

工事監理 

（随意契約予定） 

 

 

      

仮設校舎 

（リース会社対応） 

   

 

    

 

５．添付資料 

・資料１：位置図・配置図 

・資料２：基本設計業務委託仕様書 

・資料３：地質調査結果（仮設校舎位置） 

発注 基本設計 

地質調査 

実施設計 

建設工事 発注 

令

和

9

年

４

月

開

校 

解体工事 

工事監理 
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基本設計業務委託仕様書 
 

 １．委 託 業 務 の 名 称   令和６年度 能登半島地震復旧事業 能登町立松波小学校新築基本設計業務 

 

 ２．工 事  場  所   鳳珠郡能登町字 松波 地内 

 

 ３．履 行  期  限   令和７年３月２５日 

 

 ４．工      種   ・新築  ・増築  ・改築  ・その他（          ） 

 

 ５．敷  地  面  積   34,041㎡ 

 

 ６．構 造 ・ 規 模   延べ面積：校舎 約2,500㎡  体育館 約900㎡（想定） 他 

 

 ７．主  要  用  途   小学校 

 

 ８．主要施設、主要室   校舎、体育館、渡り廊下、付属施設等 

 

 ９．設  備  概  要   ・電気設備  ・空調設備  ・給排水衛生設備  ・昇降機設備 

              ・そ の 他（        設備） 

 

10．別 途 発 注 委 託   ・建築  ・設備  ・解体  ・その他（          ） 

 

 11．基本･（簡）基本設計業務の内容 

   業務内容は、別表１に掲げるものとする。（計画概要書は別表２のとおり） 

 

 12．次の事項に留意した設計とすること。 

① 官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説 令和3年版に基づき設計すること。 

② コスト縮減（イニシャル及びランニング）を講じた設計とすること。 

③ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー新法）施行令第４条に該当する

「特定建築物」については、同法施行令の整備基準に基づく設計とすること。（「建築物移動等円滑化誘

導基準」を原則とするが、これによりがたい場合は「建築物移動等円滑化基準」でも可とする。）また、石

川県バリアフリー社会の推進に関する条例の規定に係る「施設整備の手引き」及び「住宅整備マニュアル」

による整備基準に基づく設計とすること。 

④ 県産材及び県内の伝統工芸品を活用した設計に努めること。 

⑤ リサイクル製品（石川県認定品）を採用した設計に努めること。 

⑥ 工事場所が海岸線より２㎞以内の場合には、塩害対策を講じた設計とすること。 

⑦ 既設建物と近接する計画建物の場合には、構造、施工性（特に、基礎及び杭）を考慮した設計とすること。 

⑧ 「石川県公共事業景観形成ガイドライン」に基づき、景観に配慮した設計に努めること。 

⑨ 建築物の長寿命化、維持管理に配慮した設計とすること。 

⑩ 設備は、国交省「建築設備計画基準」（令和６年版）に基づき設計すること。 

 

 13．業務の処理 

 （１）受注者は、業務に必要な調査を行い、関係法令に基づいて設計しなければならない。 

    関係法令の確認については、国交省「工事監理指針（令和４年版）」を参考に作成し、提出すること。 

 （２）受注者は、業務の詳細及び当該工事の範囲について、発注者の担当職員と連絡をとり、かつ充分に打合せを

行い業務の目的を達成しなければならない。 

 （３）受注者は、業務の進捗状況に応じて業務区分ごとに発注者の担当職員に中間報告をして、その監修を受けな

資料２ 
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ければならない。 

 （４）発注者は、敷地図、地盤調査資料、計画概要、その他業務に必要な資料を提示するものとする。 

 （５）貸与資料等は紛失、汚損しないように取り扱うものとし、これを公表、貸与、又は複製してはならない。

また、業務が終了したときには速やかに返却するものとする。 

 （６）建築基準法、消防法、建築物省エネ法等関係法令の適用について、諸官庁との協議を行い、発注者に議事録

を提出すること。 

（７）別途発注の地質調査業務等について現場立会及び調整に協力すること。 

（８）国の災害査定に関わる資料作成等に協力すること。 

 

 

 14．業務内容の疑義 

   受注者は、業務内容に疑義がある場合は、速やかに発注者の担当職員の指示を受けなければならない。 

 

 15．業務の完了 

   受注者は業務が完了したときは、遅滞なく別表1に掲げる図書等を提出しなければならない。 

なお、提出部数は下記のとおり。 

・紙媒体（Ａ３版二つ折りに製本）３部 

・電子成果物ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ 1部（「建築設計業務等電子納品特記仕様書」による） 

 

 16．手続書類の提出 

 （１）受注者は、業務を着手するときは着手届とともに次の手続書類を発注者に提出し、その承認を受けなければ

ならない。 

   ア 着 手 届   （別記様式４号） １部 

   イ 業務工程表   （別記様式５号） １部 

   ウ 主任設計者届  （別記様式６号） １部 

 （２）業務を完了したときは、業務完了報告書を提出し、完了検査を受けることとする。又合格通知を受けたとき 

   は遅滞なく業務引渡書及び請求書を提出する。 

   ア 業務完了報告書 （別記様式７号） １部 

   イ 業務引渡書   （別記様式８号） １部 

   ウ 請 求 書   （別記様式９号） １部 
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                                              別 表 １  

 基本設計業務内容 

 １．業務内容 

項目 業務内容 

（１）設計条

件等の整理 

（ⅰ）条件整理 耐震性能や設備機能の水準など建築主から提示されるさまざまな要求その

他の諸条件を設計条件として整理する。 

（ⅱ）設計条件の変

更等の場合の協議 

建築主から提示される要求の内容が不明確若しくは不適切な場合又は内容

に相互矛盾がある場合又は整理した設計条件に変更ある場合においては、建

築主に説明を求め又は建築主と協議する。 

（２）法令上

の諸条件の

調査及び関

係機関との

打合せ 

（ⅰ）法令上の諸条

件の調査 

基本設計に必要な範囲で、建築物の建築に関する法令及び条例上の制約条件

を調査する。 

（ⅱ）計画通知に係

る関係機関との打合

せ 

基本設計に必要な範囲で、計画通知を行うために必要な事項について関係機

関と事前に打合せを行う。 

（３）上下水道、ガス、電力、通信

等の供給状況の調査及び関係機関

との打合せ 

基本設計に必要な範囲で、敷地に対する上下水道、ガス、電力、通信等の供

給状況等を調査し、必要に応じて関係機関との打合せを行う。 

（４）基本設

計方針の策

定 

（ⅰ）総合検討 設計条件に基づき、様々な基本設計方針案の検証を通じて、基本設計をまと

めていく考え方を総合的に検討し、その上で業務体制、業務工程等を立案す

る。 

（ⅱ）基本設計方針

の策定及び建築主へ

の説明 

総合検討の結果を踏まえ、基本設計方針を策定し、建築主に対して説明する。 

（５）基本設計図書の作成 基本設計方針に基づき、建築主と協議の上、基本設計図書を作成する。 

（６）概算工事費の検討 基本設計図書の作成が完了した時点において、当該基本設計図書に基づく建

築工事に通常要する費用を概算し、工事費概算書（工事費内訳明細書、数量

調書等を除く。以下同じ。）を作成する。 

（７）基本設計内容の建築主への

説明等 

基本設計を行っている間、建築主に対して、作業内容や進捗状況を報告し、

必要な事項について建築主の意向を確認する。また、基本設計図書の作成が

完了した時点において、基本設計図書を建築主に提出し、建築主に対して設

計意図（当該設計に係る設計者の考えをいう。以下同じ。）及び基本設計内

容の総合的な説明を行う。 

 

（注）上記業務内容は「建築士法第25条の規定に基づき、建築士事務所の開設者がその業務に関して請求することの

できる報酬の基準（旧平成21.1.7国交告第15号）」による標準実施設計業務内容に基づくものである。 
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２．成果図書（戸建木造住宅以外の建築物に係る成果図書） 

設計の種類  成果図書 

（１）総合 ① 計画説明書 

② 仕様概要書 

③ 仕上概要表 

④ 面積表及び求積図 

⑤ 敷地案内図 

⑥ 配置図 

⑦ 平面図（各階） 

⑧ 断面図 

⑨ 立面図（各面） 

⑩ 工事費概算書 

⑪ 打合せ記録簿 

⑫ 各種技術資料 

⑬ 透視図（外観２面・内観２面） 

⑭ 工事予定工程表（実施設計工程も記入） 

⑮ 関係法令チェック表 

⑯ 仮設計画図 

（２）構造 ① 構造計画説明書 

② 構造設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

（３）設備 (ⅰ)電気設備 ① 電気設備計画説明書 

② 電気設備設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

(ⅱ)給排水衛生設備 ① 給排水衛生設備計画説明書 

② 給排水衛生設備設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

(ⅲ)空調換気設備 ① 空調換気設備計画説明書 

② 空調換気設備設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

(ⅳ)昇降機等 

※計画する場合のみ 

① 昇降機等計画説明書 

② 昇降機等設計概要書 

③ 工事費概算書 

④ 各種技術資料 

（注）上記業務内容は「建築士法第25条の規定に基づき、建築士事務所の開設者がその業務に関して請求すること

のできる報酬の基準（旧平成21.1.7国交告第15号）」による標準実施設計業務内容に基づくものである。 
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                                               別 表 ２  

                                              （基本設計） 

計  画  概  要  書 

 項    目 内          容 

１ 工  事  目  的 

（主      旨） 

Ｒ６能登半島地震により半壊した小学校の新築復旧に係る設計を行う。 

 

２ 予定建築面積及び延べ 

面積等（概略平面図又

は 

必 要 室 名 と 面 積） 

・延べ面積：校舎 約2,500㎡   

・体育館 約900㎡（想定） 

・他付属施設 

詳細は別添「令和６年度 能登半島地震復旧事業 

能登町立松波小学校新築基本設計業務委託 要求事項」参照。 

３ 構  造  概  要 ・提案による（別添「令和６年度 能登半島地震復旧事業 

能登町立松波小学校新築基本設計業務委託 要求事項」参照） 

 

４ 工 事  敷  地  等 

の  注  意  点 

・別添「令和６年度 能登半島地震復旧事業 

能登町立松波小学校新築基本設計業務委託 要求事項」参照 

 

５ 設 計 に 関 す る 

注    意    点 

・計画する建築物はZEB Ready相当とする。 

・災害復旧費国庫負担法等による国庫補助制度に基づく災害復旧の設計・積算を

行うこと。 

複数棟ある場合は、概算費は棟ごとに算出し、工事費を個別に把握できるよう

区分すること。  

整備範囲に係る土地及び工作物の設計も行うこと 

 
６ そ    の    他 ・工事予定工程表を作成すること  

７ 参 考 資 料  

 ※ 本計画概書は、基本事項を示し、計画建築物の内容により付記することができることとす

る。 
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追 加 分  

 

建築設計業務等電子納品特記仕様書 

 

１ 本業務は電子納品対象業務であり、調査、測量、設計などの各業務の最終成果を電子データで納品するもの

である。ここでいう電子データとは、次表に示す各種電子納品要領等で定めるファイルフォーマットに基づいて

作成されたものを指す。 

名          称 摘      要 

建築工事設計図書作成基準 令和２年改定 

建築設備工事設計図書作成基準 令和６年改定 

建築設計業務等電子納品要領 令和３年改定 

官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕業務編】 令和４年改定 

基準・要領類のダウンロード：https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk2_000017.html 

２ 実施内容は以下のとおりとする。 

 １）次に示す書類を、従来の紙での納品と別にＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒで１部納品する。 

  ① 報告書等 

  ② 図面 

 ２）紙による成果品の納品は、電子データの提出の有無に関わらず、指定部数を提出する。 

 ３）各種電子納品要領等で特に記載がない項目については、原則として電子データを提出する必要はないが、

要領の解釈に疑義がある場合は発注者の担当職員と協議の上、電子化の是非を決定する。 

 

３ 業務着手時には、事前協議チェックシートを用いて事前協議を行うものとする。 

 

４ 成果品の提出の際は、以下の項目を確認するものとする。 

 １）電子納品チェックシステムによるチェックを行い、エラーがないことを確認すること。 

    入手先：https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_cals_denshiseikahin.html 

 ２）最新のウイルスチェックソフトで、提出物がウイルスに感染していないことを確認すること。 

 









適 用 式 建築基礎構造設計指針式 (2019)
調 査 件 名 能登町立松波小学校仮設校舎賃貸借
調 査 住 所 石川県鳳珠郡能登町松波16-26
調 査 位 置 北緯：37度20分37.33秒 東経：137度14分49.60秒
ボーリング名 No.2
孔 口 標 高 BM-0.57(m)
地 下 水 位 GL-1.43(m)

液状化指数PL(加速度) 0.000(1.500m/s²) 最大水平変位Dcy 0.000(m)
低 減 係 数 0.015 マグニチュード 7.500
計算対象範囲 地下水位以深で、FC≦35% FC＞35%かつ（粘土分含有率≦10%またはIP≦15）
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適 用 式 建築基礎構造設計指針式 (2019)
調 査 件 名 能登町立松波小学校仮設校舎賃貸借
調 査 住 所 石川県鳳珠郡能登町松波16-26
調 査 位 置 北緯：37度20分37.33秒 東経：137度14分49.60秒
ボーリング名 No.2
孔 口 標 高 BM-0.57(m)
地 下 水 位 GL-1.43(m)

液状化指数PL(加速度) 0.000(2.000m/s²) 最大水平変位Dcy 0.000(m)
低 減 係 数 0.015 マグニチュード 7.500
計算対象範囲 地下水位以深で、FC≦35% FC＞35%かつ（粘土分含有率≦10%またはIP≦15）

0

5

10

15

-5

-10

-15

標高
ｍ

ＧＬ
＋ｍ 0 1 2

FLN値 ／

0 10 20 30 40 50
No

1
2
3
4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

計算深度

(m)

0.800
1.300
1.800
2.300

3.300

4.300

5.300

6.300

7.300

8.300

9.100

10.300

11.215

12.190

13.180

14.200

15.180

N値

(回)

8.00
5.00
6.00

12.00

6.00

7.00

11.00

15.00

15.00

16.00

15.00

23.00

138.46

225.00

300.00

180.00

300.00

γt

(kN/㎥)

17.00
17.00
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適 用 式 建築基礎構造設計指針式 (2019)
調 査 件 名 能登町立松波小学校仮設校舎賃貸借
調 査 住 所 石川県鳳珠郡能登町松波16-26
調 査 位 置 北緯：37度20分37.33秒 東経：137度14分49.60秒
ボーリング名 No.2
孔 口 標 高 BM-0.57(m)
地 下 水 位 GL-1.43(m)

液状化指数PL(加速度) 1.187(3.500m/s²) 最大水平変位Dcy 0.006(m)
低 減 係 数 0.015 マグニチュード 7.500
計算対象範囲 地下水位以深で、FC≦35% FC＞35%かつ（粘土分含有率≦10%またはIP≦15）
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17.00

16.00
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19.00

19.00
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